
日
凶
凶
凶
)

明
ム
口

nυ 
ム，
4
1

の

森

々
木
高
行
奥
羽
wm
現
「
復
命
書
』
よ
り

々
木
高
行
の

巡
捜

i
i
l
解
説
を
か
ね
て

l
l
l

一
二
年
一

O
月

々
木
高
行
は
左
の
よ
う
な

品

の
辞
令
を
う
け
に
。

「
宮
内
省
鰐
用
部
被
仰
付
候
事

明
治
十

年
十
月
廿
一
一
一
日

太
致
宮

し一

奥
窮
地
方
ヘ
被
差
遺
骸
事

明
治
十
二
年

太
政
官

'--

の
辞
令
が
出
さ
れ
た
の
は
、

の
側
近
と
し
て

日

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ω
こ
む
う

の
一

O
月

司
付
で
宮
内
省
中
広
鑑
か
れ
て
い
た

補
佐
に
あ
た
る
侍
福
騒
が

さ
れ
た
こ
と
、

そ
の歩
進
め
て
天
皇
持
続
殺
の
運
動
を

と
対
立

学
ち
侍
補
グ
ル

i
ブ

君
徳
輔
導
安
司
史
認

お
こ
し
、
参
議
政
治
に
対
す
る
批
判
密
行
い
政
府
参
議
特
に

で
あ
っ
た
ζ

と

ω、
そ
の
結
果
と
し

し
た
こ
と
の

1情

(
上
¥..-' 

そ
む
霊
前

は
生
々
木
高
行
や
元
田

々
木
や
土
万
久
元
、

試
「
向
後
心
付
ノ
件
、
従
前
ノ
通
、

か
ら
去
っ
て
い
た
が

ω、
以
上
の
よ
う
信
明
治
一
二
年
記
お
け
る
政
治
状

ス
ヘ
キ
紛
」
と
の

け況
・
経
過
を
前
挺
と
し
て
、

元
老
院
議

本
宮
に
も
ど
っ
て
い

々
木
に
対

す
る
処
遇
と
し
て
の
宮
内
省
毎
用
掛
任
命
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

と
同
時
に

方
の
巡
視
が
命
ぜ
ち
れ
た
の
で
あ
り
、

々
木
正
対
し

沼

哲

関

つ

培
技
え
対
し
て
「
該
地
方
民
情
鰐
ト
視
察
ス
ベ
シ

伝

と
の
勅
を
与
え
て
い
る
。

お
つ
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
政
府
の
高
官
舎
派
遣
し
て
の
地
方
巡
視
と
い
う
こ

と
は
、

こ
の
事
前
が
鍛
初
と
い
う
こ
と
で
は
叫
い
し
、

ま
だ
以
後
は
も
あ
っ
た
料
。

の
地
方
巡
幸
が
実
児
太
規
模
に
し
か
も
偶
度
も
作
わ
れ
て
い
た
乙

と吏
(6) に

を
も
あ
わ
せ
て
考
え

る
な

ら
ば

こ
れ
ち
は
政
府
の
地
方
の
動
向
応
対
す
る

咋ふFO
 

地
方
民
心
の
中
央
へ
ゆ
収
療
の
手
段
と
し
て
の
政
治
的
意
味
は
大
き
い
と

の

え
ら
れ
よ
う
。
勿
論
稿
々
の
巡
幸
や
巡
回
悦
が
有
し
た
具
体
的
な
政
治
的
意
味
は
、

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
の

そ
の
折
々
の
政
治
情
勢
や
政
府
の

な
ど
応
よ
っ
て

か
ら
、

々
木
高
存
心
奥
羽
wm
視
治
政
治
的
意
味
は
つ
い
て
も
考
え
て
み
な
け
れ

誌
な
ら
ほ
い
。

き
て
佐
々
本
的
日
記
に

つ

「
十
月
廿
九
段
、
晴
、
陸
羽
地
方
議
察
ノ
為
、
東
京
汐
出
発
、

一
郎
紡
」
と
あ
る
如
く
、

ー

関
宿
一
一
泊
、
賠

行
員
、

宮
内
員
、

関

震

一
O
Rバ
ニ
九
日
比
東
京

春
出
発
し
、
翌
年
一
一

一
日
比
帰
京
す
る
ま
で
一
一
二
回
目
、

四
ヶ
月
半
え
も
及

ぷ
大
接
行
が
始
ま
る
ひ
と
こ
ろ
で
ζ

の
旅
行
の
行
程
の
詳
細
に
つ
い
て
、
往
々
木

そ
の
全
体
を
知
る
に
は

の
日
記
は

な
穫
に
記
載
事
壌
は

し
い
の
で
あ
り
、



分
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
引
の

4ζ 

さ
れ
て
い
る
藤

m 

7
A
-為
、

民
.D

し
て
お
り
、

そ
れ
え
よ
っ
て
こ
φ
巡
控
旅
行

突
に
詳
細
な

の

知
る
に
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

iよ

ζ

の

お
れ
、

』ζ.

る O
ζ 碕
とは
が授
でぷ
きる
だの

(9) で
ひめ

ζ り
心、

O 

円
灯
』
自
体
興
味
め
ふ
れ
る

む
も
お
で
あ
る
が
街
分
に
も

り
も
の
で
あ
り
、

住
に
も
示
し
た

Lζ 

る
部
分
だ
リ
で
も
六
諸
に
も
な
る
の
で

の
全
部
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
ζ

で
乙
の
史
料
に
よ
っ
て
巡
視

旅
行
の
行
程
を
概
略
的
な
形
で
示
し
た
も
の
を
表
ー
と
し
て
掲
げ
、
更
に
本
摘
が

乙
の
巡
細
部
後
佐
々
木
高
行
が
作
成
し
た
天
皇
へ
の
吋
護
命
書
』
の
中
の
青
森
県
の

部
分
を
中
心
と
し
て
紹
介
す
る
と
い
う
自
的
で
る
る
こ
と
に
対
応
さ
せ
る
意
味
で
、

い
さ
さ
か
煩
雑
で
は
あ
る
が
「
奥
翠
記
行
』
の
中
か
ろ
青
森
県
内
え
お
け
る
佐
々

木
の
行
程
、

そ
む
開
に
絞
が
接
し
た
黒
内
心
人
物
の
一
覧
を
、

自
程
頓
に
ま
と
め

た
も
の
を
表

E
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

る
と
、

こ
の
二
表
に
よ
り
そ
の
行
程
を
見

山
形
・
秋
出
両
県
の
巡
授
に
夫
々
約
一
ヶ
月
を
費
し
伸
、
寄
森
県
内
で
は

約
一
ヶ
月
半
舎
か
け
て
い
る
。
特
記
青
惑
に
つ
い
て
は
果
肉
の
交
通
事
情
の
悪
さ
、

の
中
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
も
ず
、
き
め
細
か
く
各
地
を
巡
視
し

ま
た
先
、
の

て
お
り
、

下
北

は
ま
で
足
を
の
ば
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ム
表

H
の
ポ
す
如
く

で
め
る
G

し
、
表
a
u
に

の
県
で

る
の
と
同
じ
よ

う
に
多
く
の
人
々
は
会
い

な
ど
を
う
け
て
い
る
の
で
め
る
。
〉
そ
し
て
そ
の

細
程

中
正
多
く

れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

の
投
々
木
は
、

条
突
い
た

ジ〉

中
で

形
・
秋
出
・
汚
点

;ζ 

fよ

露
、
先
以
テ
差
向
云
々
モ
無
之
候
へ
共
、
米
価
騰
賓
ヨ
リ
ノ
、
警
々
期
テ
士
族
連
ノ
苦

シ
ク
承
リ
候
、
一
一
一
県
白
ラ
土
地
入
構
モ
異
ナ
ル
一
新
モ
有
之
撲
へ
共
、
観
シ
テ

見
候
所
ハ
、
陸
羽
ハ
何
分
、
朝
廷
ヨ
リ
度
外
視
ニ
被
藍
挨
ト
ノ
人
々
感
触
ハ
、
甚

シ
キ
様
被
察
候
、
就
テ
ハ

モ
郵
趣
皆
そ
不
賞
議
ノ
光
景
ニ
宥
之
候
問
、
高
行

~ê 

一
一
ア
ハ
、
陸
器
地
方
ヘ
ハ

:./ 

田
被
致
、
出
京
ノ

ノ節

へ
椙
招
キ
、

そ

候
ハ

J¥

司と

述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な

と
そ
の
後
の
彼

の
行
動
の
為

な
っ
た
如
く
忠
わ
れ
る
。

き
て
佐
々
木
の
輿
羽
部
視
は
ニ
月
一
八
日
記

入
り
、
一
一
月
ニ
八
日
正

で
時
間
に
滞
在
し
ぼ
が
ち
継
続
さ
れ
て
い
た
が
、

毘
日
東
京
よ
ち
帰
京
命
令
の
撞

M
 

報
ド
μ
も
た
ら
さ
れ
、
巡
視
を
終
ら
せ
A

思
議
帰
京
と
な
っ
た
む
で
あ
る
。
三
月

円
帰
京
し
た
佐
々
木
法
話
自
の
日
記
記
次
沿
怒
き
メ
モ
を
記
し
た
。

「
三
月
十
一
日
、
控
事
ヨ
リ
時
京
ス

右
巡
回
ノ
節
笛
条
言
、

一
地
組
改
正
ノ
事
、
本
条
ニ
付
苦
官
怠
件
、

一
山
林
局
ノ
事
、

本
条
ニ
付
苦
鵠
ノ
件
、

ノ

本
々
パ~

ノ

件

ノ

姐F-

ノ
件
、

米

按

'ふ↑・、

ノ

F
時

J
f宅
i

ノ

ノ
件
、

ノ

前
蒲
士

々

ノ



一
回
米
沢
議
士
服
ノ
奉
還
緑
云
々
、

一
謹
賀
神
社
ノ

一
旧
銅
器
穣
士
族

-
廃
士
族
・
環
徒
士
等
苦
情
ノ

一
相
罵
藩
民
政
ノ
事
、

一
回
斗
商
藩
士
族
、
苦
情
幾
探
ニ
別
ι
庁
、
皆
其
事
出
ア
ル

藷
モ
ヘ
誼
階
ノ

其
外
、
士

ヨ
リ
シ
テ
、
種
々
様
々
ノ

以

ーと

し一

料

右
巡
回
中
見
込

こ
の
各
露
条
を
見
る
と
、
後
掲

mw

力
使
命

同
中
に
そ
れ
ら
の
殆
ん
ど
が

邪
蘇
宗
ノ

も
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
佐
々
木
は
西
月
比
去
っ
て
皐
々
に

に
対
し
巡
視
の
報
告
を
行
っ
た
紛
。
日
記
に
よ
れ
ば

巡
視
ノ
護
命
日
一
付
、

一
改
組
一
一
村
人
民
不
安
心
ノ
事

国
荒
予
犠
ノ

々
一
実
関
ノ

聖
上
智
沙
汰
そ
夫
々

分
リ
候
、

比
上
ハ

井

ノ

内
務
等
ノ
其
地
方
控
在
ノ
者
へ
可
申
関
、
手
許
ヨ
リ
遺
シ
タ
ル
者
ノ
見
ル
慮
、

十

一
事
情

法
日
J

テ
中
立
被
行
俊
一
事
、

ノ
者
不
心
得
テ
ハ
不
都
舎
ナ
リ
、
又
、

ヲ
勉
勧
シ
、
人
々
ノ
劫
ミ
ト

ノ

ハ
信
用
ス
ル
事

相
或
ル
廉
々
ハ
、
頼
関
紙
上
へ
掲
載
セ
ヨ
ト
ノ
鱒
沙
汰
ナ
リ
、
盟
ツ
テ
其
取
計
セ

ヲ
:
-
N
W
L

と
あ
号
、

『
諜
禽
書
」
ほ
こ
り
£
引
に
搬
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐

-55 

轄
卒
云
々
ノ
事
、

一
学
校
教
員
年
少
ノ
事
、

々
木
ほ
山
石
蕗
異
視
に
対
し
て
も
奥
羽
地
方
事
情
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
が
、
山
沼
会

一
牛
馬
耕
作
法
々
ノ

t二t

ノ

ヲ
授
ク
ル

ノ¥
、

ハ
大

熱
心
セ
リ
、
就
テ
ハ
其
辺
ノ

郡
長
等
、
其

ハ
他
泉
ノ
者
再
様
得
失
ノ

ハ
是
下
ヨ
ワ
十
二
分
ニ
一
境
問
ア
レ

と
述
べ
た
の
で
、
控
々
木
は
つ
高
行
勿
論
、

一
堤
跨
崩
潰
ノ

其
辺
十
分
ニ
申
上
ゲ
タ
リ
、

只
要
路
ノ
向
々
、

一
棺
成
鞍
ハ

Y
、
向
事
モ
成

開
墾
地

ノ

就
ス
ベ
シ
:

陸
羽
等
人
物
、
成
ル

ニ
モ
登
用
シ
、

又
人
民
ノ

一
国
来
ノ
産
物
泣
歩
ノ

ノ
事

ヘ
モ
充
分
韓
親
ミ
有
之
度
、
議
角
、
窪
羽
入
畏
ノ

一
テ
ハ
、
陸
羽
ハ
護
外
観
セ

一
紙
幣
ヲ
賎
ミ
、
金
銀
黛
ヲ

候
ハ
、
細
民
モ

般
ノ

ラ
ル
、
ノ
感
触
謹
ダ
シ
ク
、
謹
長
土
肥
ノ
人
々
、
私
ス
ル
ト
筒
己
患
ヘ
パ
、
線
住

綿
と
、

に
対
し
て
土
族
授
産
に
し
て
も
要
は
政
府
当
愚
者
の
建

慣
習
ヲ
蕗
シ
タ
ル
弊
ノ
事
、

一
紙
幣
下
落

付
、
余
計
遁
追
ノ

ヲ
記
ス

度
次
第
の
問
題
で
あ
る
と
強
調
し
'
、
史
民
戊
辰
戦
争
以
来
の
輿
羽
地
万
の
明
治
政

一
小
札
小
銭
不
自
由
ノ
事

府
に
対
す
る
感
情
を
、
自
ら
の
接
触
し
て
き
た
経
験
に
よ
っ
て
説
明
し
、
士
族
を
主

一
畏
駿
天
皇
御
綾
ノ
事
、

た
る
対
裁
と
し
つ
〉
も
呉
羽
地
方
の
人
民
の
人
心
を
政
府
が
収
損
す
る
為
の
万
策



に
も
言
及
し
て
い
る
。
佐
々
木
は
伊
藤
博
文
応
対
し
て
も
陸
理
事
情
を
説
明
し
た

ゑ1

付
、
詩
文
ノ
考
へ

ノ
事
ハ
中
々
不
容
易

ノ¥

ス
レ
パ
、
蒋
手
出
来
ル
ト
ノ

ニ
長
へ
共
、
内
閣

四ア

ズ
、
関
ツ
テ
、

へ
其
段
申
上
ゲ
タ

と
の
伊
藤
の

で
あ
る
の
で

つ
其
御
見
込
設
行
ズ
共
、

て
い
る
紡
。
松
方
正
義
は
位
々
木
の
説
暁
を
う
け
て
、

レ
伺
ト
カ
緯
謹
力
荷
之
一
度
」
と
伊
露
の
助
力
を
求
め

々
木
が
一
一
…
?
っ
と
こ
ろ
の
、

士
族
授
産
は

津
軽
、
秋
田
な
ど
に
開
墾
識
を
設
け
て
土
按
を
移
注
さ
せ

に
賛
成
し
た
の
で
、
佐
々
木
は
安
心
し
て
い
る
例
。

比
中
業
を
与
え
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
以
上
の
如
き
時
京
訟
の
佐
々
木
の
報
告
ぽ
ど
に
お
い
て
重
要
な
問
題

と
し
て
扱
わ
れ
、

が
強
い
関
心
壱
払
っ
て
い
た
問
題
担

つ
は
土

ま

族
授
産
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
依
々
木
は
奥
羽
各
地
に
お
い

心
窮
状
を

見
開
し
陳
情
さ
れ
、

そ
の
こ
と
に
同
精
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
同
時
記
士
一
肢
が
定

騒
を
も
た
ず
路
氏
化
し
、
更
に
は
政
治
的
に
は
反
政
府
的
心
情
の
ま
ま
に
例
え
ば

自

-
¥
「
-a

寸
/

f

?

と
語
識
し
て

に
参
加
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た

い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て

が
と
ら
れ
る
こ
と

士
族
に
だ
す
る
故
府
の
連
正
口
浩

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
え
は
っ
て
い
る
。

こ
の
輿
羽
巡
揺
の
政
治
的
怠
味
の

は
、
ま
お
し
く
こ
の
土
拡
伐
の
お
か
れ
た

絞
ら
の
動
向
と
い
っ
た
こ
と
比
政

府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
児
か
か
わ
っ
て

る
と

え
よ
う
。
例
え
ば
佐
々
本
が
吋
後
命
荘
一
こ
は
お
い
て
行
森
県
内
外
地
の

状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
時

ノ
E
的
ナ
ク
、

弘
前
士
族
が

日疋

H

日
ヲ
車
、
コ
ス
ガ
如
シ
」
と
い
う
状
態
は
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
、

大
道
寺
繁
様
、
b
江
よ
る
結
註

社
が
「
木
村
曜
夜
ノ
法
」
と

"剛僻よ叩

土
政
就
民
ノ
法
ヲ
ナ
サ
ン

目
的
い
と
し
て

と
し
て
い
る
こ
と
や
出
掛
し

は
斗
関
士
族
の
一
一
一
本
本
開
額
一
応
従
事
し
て
い
る

ほ
っ
悶
吉
見
聞
ス
ル
ニ
忍

ノ

ヒ
ス
。
実
ニ
子
ロ
ノ
売
す
一
番
ヲ
遂
フ
ノ
歎
ア
ル
ガ
如
シ
:
=
:
コ
ノ
輩
開
拓
事
業
ノ

ヲ

ン

セ
ラ
ル
弘
ヲ
憾
ミ
ト
ナ
シ
、
日
比
ツ
其
レ
カ
為
メ
目
下
生
計
ニ
困
難

ス
ル
ヲ
歎
患
シ
、

ヒ
コ
ノ
業
ヲ
起
サ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
セ
リ
、
高
行
患
ヘ
ラ
ク
、

マ
マ

問
中
ク
土
若
ノ
法
方
ヲ
授
ケ
八
、
来
シ
テ
{
河
来
ぬ

日
疋
ヨ
リ
シ
テ
以
テ
保
護
ヲ
部
へ
、

ス
コ
ト
ア
ラ
ン
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

ま
た
表

E
令
見
る
と
照
明
ら
か
伝

よ
う
に
、
巡
視
中
佐
々
木
に
面
会
を
求
め
諌
埼

っ
た
人
々

(
土
擦
が
多
い
〉

の
意
見
に
も
士
践
の
困
難
と
数
携
と
い
う
内
容
が
多
い
こ
と
、
更
比
は
、
佐
々
木

の
帰
京
後
、
彼
に

て
ら
れ
た
背
森
関
係
者
む
害
額
の
中
に
も
士
族
の
授
産
事
業

む
願
い
、
救
助
額
い
や
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
佐
々
木
の
動
力
へ
の
礼
状
な
ど
が
多

く
見
出
さ
れ
る
(
表
産
制
参
照
〉

ぽ
ど
、
控
々
木
心
土
朕
鐙
産
の
為
の
尽
力
が
多

い
こ
と
、
彼
の
関
心
の
強
さ
を
よ
く
ポ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
努
論
ζ

れ
は
脊
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森
県
花
対
し
て
の
み
の
に
と
で
は
な
く
、
山
車
・
秋
田
な
ど
奥
羽
地
方
全
体
民
つ

い
て
の

の
問
題
山
対
し
て
野
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
前
述
の
よ
う
に
政
府
部
門
で
は
宕
貫
一
共
視
が
士
族
授
諸
に
つ
い
て
関
心
が

つ

強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
明
治

族
授
謹
吋
ブ
諸

年
七
月
比
閣
議
に

フ
ノ
議

し
て
い
に
。
そ
の
中
で
、
金
禄
公
領
一
一
投
書
発
行

と
し、

後
政
府
は
土
脹
応
対
し
て
十
分
な
保
護
政
藁
を
加
え
る
は
漂
っ
て
い
な
い
こ
と
を

む

、
次
い
で
明
治
維
新
以
後
現
高
に
歪
る
ま
で
の

力
の
め
っ
た
士
肢
を
、

ア

位
ね
シ

間
ヨ
リ
士
族
ナ
カ
ラ
シ
メ
パ
我
国
ノ

ハ
蹴
相
支
郡
朝
鮮
ノ

ヲ
シ

ハ
付
凡
カ
如
ク
決
シ
テ
今

H
ノ
進
路

一
品
十
一
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ

と

ヲ

酬
し
、
凶
究
が
栄
え
る
の
は
「
巾
等
社
会
ノ
伝
記
ス
ん
所
ニ
属
シ
長
田
ノ
治
安
モ

年
中
持
社
会
ノ
上
ト
ノ
間
純
一
三
扶
持
祢
縫
ス
ル
ニ
掠
ル
蓋
シ
技
同
士
族
ハ
一
一
概
中
等



ノ

ナ
ル
モ
ノ

で
あ
る
と
考
え
る
は
も
か
か
わ
ら
ず
「
今
マ
土
議
ハ
窮

間
協
ニ
追
リ
手
ヲ
空
ク
シ

ヒ
子
一
ブ
育
ス
ル
ノ
計
其
出
ル
所
ヲ
知
う

ナ

ヲ

ス
〕
と
の
状
態
に
担
っ
て
泊
る
。
士
族
が
そ
の
よ
う
な
状
況
に
み
る
時
比
「
拾
モ

敵
対
ノ
過
激
自
由
ノ
説
我
カ
邦
-
一
輪
入
シ
非
常
ノ
速
力
ヲ
以
テ
都
部
ニ
低
播
シ
尤

モ
在
野
政
党
士
族
ノ
脳
髄
ヲ
刺
麓
シ
其
毒
分
深
ク
無
影
ノ
間
ニ
根
抵
ヲ
団
結
シ
従

来
国
有
ス
ル
所
ノ
忠
孝
淳
幹
ノ
思
ヲ
シ
テ
殆
ン
ト
持
サ
ニ
一
掃
セ
シ
メ
ン
ト
ス
士

族
ニ
シ
テ
果
シ
テ
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
弊
ヤ
一
別
措
平
民
ナ
ル
モ
ノ
、
脳
髄
ヲ

シ
テ
官
庁
此
風
搭

ン
い
と
、
自
由
民
権
運
動
が
士
族
に
及

セ
シ
ム
ル

ば
し
て
い
る
影
響
を
危
棋
シ
、

「
政
府
ハ
ム
つ
ニ
及
テ
溜
当
ノ
蕗
分
ヲ
以
テ
保
護
ノ

方
法
一
ブ
胞
ス
ト
キ
ハ
猶
其
噛
半
ヲ
シ
テ
純
良
ノ
士
タ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
、
士
族
を

「
純
良
」
つ
ま
ち
政
府
を
支
持
す
る
側
に
立
た
せ
る
た
め
の
対
策
、
す
な
わ
ち
士

族
授
産
の
実
胞
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
斜
。
岩
倉
は
明
治
一
四
年
七
月
え
も
再
度

士
族
護
産
心
意
克
書
を
閣
議
記
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
む
趣
旨
は
ほ
ぼ
悶
様
で
あ

る

ω。
ζ

の
よ
う
は
彼
の
意
見
の
基
礎
と
し
て
、
政
府
を
支
持
す
る
基
盤
に
士
族
の

多
数
を
ま
き
こ
ん
で
お
く
ζ

と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、

そ
れ

は
自
由
民
権
運
動
の
活
発
ほ
展
開
過
誌
に
お
い
て
士
族
が
果
し
て
い
た
役
割
に
つ

い
て
、
反
対
者
の
立
場
か
ら
そ
れ
を
重
乱
し
た
ζ

と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
士
族
対

策
の
問
題
は
例
え
ば
、
所
講
明
治

四
年
政
愛
む
最
終
投
階
で
あ
っ
た
一

O
月
七

自
に
、
井
上

こ
の
政
治
危
機
を
政
府
議
長

に
提
出
し
た

乙
阜
、

の
主
導
の
も
と
で
の
り
切
る
た
め
に
は

の
詔
勅
mw
発
揮
が
是
非
と
も
必
要

で
あ
り
「
此
ノ
勅
諭
ハ
改
令
急
進
党
ヲ
鎮
定
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
モ
穫
ニ
中

ノ
士
族
猶
中
立
党
多
シ
今
此
挙
ア
ラ
サ
レ
パ
按

等
そ
変
シ
テ
急
進
党
ト
ナ
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
防
」
と
、
士
族
患
を
設
府
民
ひ
き
つ
け

立
党
ヲ
類
販
セ
シ
ム
ヘ
シ
、

る
ζ

と
の
一
一
躍
要
性
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
形
で
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
む
よ
う
は
見
て
く
る
な
ら
ば
、
士
族
授
還
の
政
治
的
意
味
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
佐
々
木
正
関
し
て
は
、

こ
の
吋
復
命
欝
』
で
も
そ
沿
片
鱗
は
う
か
が
え
る
が
、

設
の
政
治
的
立
場
は
前
述
の
侍
祷
時
代
の
天
皇
親
政
運
動
む
政
治
的
意
味
か
ら
も

明
ら
か
ほ
よ
う
に
、
政
府
当
席
者
に
対
し
て
批
判
的
立
場
で
あ
る
し
、

に
お
い
て
も
、
中
正
党
励
む
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
県
守
主
義
的
立
場
か
ら
の
政
府

一
四
年
政

-
政
治
改
革
を
企
て
る
り
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
一
貫
し
て
お
り
、
政
府

と
は
全
面
的
に
同
一
で
は
な
か
っ
た
し
、
発
懇
も
異
る
の
で
あ
る
が
、
土
旗
授
産

に
つ
い
て
の
考
え
で
は
明
ら
か
に

と
は
共
通
の
も
の
を
見
出
す
乙
と
が
で
き
る

と
思
う
。

ま
だ
こ
の
奥
羽
巡
視
が
佐
々
木
高
行
に

え
た
政
治
的
意
義
は
も
う
一
つ
み
る

と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
士
族
授
産
問
題
な
ど
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
だ

が
、
住
々
木
が
乙
の
問
題
を
は
じ
め
「
襲
判
地
方
に
於
け
る
諸
般
の
施
設
に
就
誌
、
政
時

と
人
民
と
の
需
に
介
在
し
て
極
力
斡
旋
鈍
」
し
た
乙
と

q
ど
か
ら
、
奥
羽
各
県
と
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佐
々
木
と
の
関
係
は
ζ

の
巡
視
以
後
毅
密
さ
を
加
え
、
各
県
の
県
・
士
旗
・
人

民
の
佐
々
木
に
頼
る
ζ

と
が
多
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
腕
乙
と
で
あ
る
。
青
森
県

に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
表
E
が
そ
れ
を
よ
く
本
し
て
い
る
と
一
一
一
一
問
え
る
。

書
」
は
お
い
て
は
黒
令
山
田
秀
典
純
白
施
策
に
対
し

「
復
命

い
評
価
が
、
例
え
ば

「
夫
レ
コ
ノ
青
森
県
ナ
ル
者
ハ
、
震
県
以

ニ
シ
テ
県
令
其
人
ヲ
縛
ス
、
明

治
四
年
ヨ
リ
九
年
ニ
楚
ル
、
県
令
全
ク
五
名
一
ブ
換
託
セ
リ
、

コ
レ
ニ
依
テ
果
的
一

モ
其
法
ヲ
得
ス
、
陪
一
磯
シ
テ
栽
月
ヲ
過
コ
ス
カ
如
シ
;
:
:
然
ル

ノ
黒
令
山
田

コ
ノ
県
ニ
赴
任
シ
、
給
メ
テ
真
正
ノ
県
治
ヲ
布
ク
カ
如
シ
」
と
い
う
如
く
、

与
え
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
そ
の
農
事
改
良
に
お
け
る
罵
耕
奨
励
紡
や
、
学

秀
典
、



授
建
設
に
お
け
る
学
由
設
定
位
ど
吾
挙
げ
て
い
る
。
乙
の
ζ

と
は
控
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は

A
q
'
 

か
と
い
う
間
組

e
k関
わ
っ
て
く
る
と
思
う
し
、

え
お
け
る
出
目
黒
令
期
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

明
治
一
四
年
後
半
に

お
け

郡
長
ら
と
の
対
立
事
件
を
も
含
め
て
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
佐
々
木
は
巡
捜
ほ
よ
り
、

以
後
誤
内
名
地
の
士
誤
や

有
力
者
連
と
の
接
触
を
持
ち
続
け
る
乙
と
に
は
る
。
按
ら
は
表
重
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
書
簡
に
よ
る
交
流
の
み
で
は
な
く
、
上
京
し
た
折
に
は
佐
々
木
を
訪
ね
、
或

は
佐
々
木
の
紹
〈
パ
を
持
て
政
府
の

-
担
当
者
〈
例
え
ば
岩
倉
な
ど
〉
へ
接

近
し
、
様
様
な
ど
を
有
利
記
運
ぶ
乙
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

ら
を
通
し
て
以
後
も
青
森
県
再
の
政
治
状
勢
な
ど
を
一

万
佐
々
木
は
彼

る
ζ

と
が
可
艶

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
場
合
、

々
木
と
の
関
係
争
有
す
る
時
間
内
士
按

な
ど
が
、
例
え
ば
県
政
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
政
治
的
立
場
を
苓
す

た
ち
で

あ
っ
た
か
は
、
表
童
の
隅
絞
り
で
は
明
ら
か
に
、
果
内
の
自
岳
民
権
派
と
は
対
立
寸

る
部
分
で
あ
っ
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
特
に
県
会
議
長
大
道
寺
繁

禎
、
中
津
軽
郡
長
笹
森
儀
助
と
の
関
係
は
表
棄
に
見
る
如
く
で
あ
り
、
佐
々
木
は

切.

テ
頗
ル

尤
モ
、
才
気
ハ
無
之
、
駕
実
ナ
レ

¥

口

叶

J

l打

Z
Y

〆~

f

ぉ
i
科
恥
阿
タ
~

パ
、
事
ヲ
取
ヲ
テ
ハ
、
在
ノ
ミ
用
ニ
ハ
立
ダ
ザ
ル
欺
ハ
知
レ
ザ
レ
共
、
如
此
人
物

ハ
、
官
途

沼
境
ノ

モ
分
力
行
ノ
、
亦
東
奥
ノ
人
心
モ
幾
分
カ

就
カ
シ
メ
パ

政
府
ニ
望
コ
ノ
属
ス
ル
ノ
一
端
ト
モ
ナ
ラ
ン
歎
ト
を
申
立
テ
タ
レ
共
、

シ
締
」
と
大
道
寺
の
如
-

採
前
ナ

の
採
用
が
奥
羽
入
、
む
の
収
慣
爪
W
A
え
必

る

て
お
り
、

ま
た

に
つ
い
て
は
「

組
ス
ノ
志
有
リ
、
他
日

大

ヲ
成
サ
ン
殿
、
望
ミ
ア
ル
人
物
ナ
ワ
締
」
と
高
く

ア
ル
人
ニ
テ
、

評
題
し
て
い
る
。
笹
森
の

に
よ
れ
ば
、

笹
森
が

と
始
め
る
由
民
牧
社

の
経
営
は
、
続
々
木
の
巡
視
の
際
に
士
族
就
産
の
事
業
を
起
す
ζ

と
を
強
く
勧
め

品
M
，

ら
れ
た
ζ

と
に
関
係
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
争
O

以
上
い
さ
さ
か
羅
列
的
未
整
理
な
ま
ま
に
吋
復
命
番
』
の
紹
介
の
為
に
佐
々
木
・

の
奨
現
洛
視
の
政
治
的
意
味
を
中
心
に
論
述
し
て
き
た
が
、

そ
れ
は
力
視
命

愚
前
同
成
立
の
い

b
迂
政
治
的
背
紫
を
提
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
て
、

内
容
の
個
々
に
つ
い
て
の
論
及
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

『
復
命
書
」
が
史
料
的
に

意
味
を
有
す
る
の
は
、

つ
に
は
前
述
し
て
急
だ
如
急
政
治
的
背
景
を
前
提
広
、

む
し
ろ
明
治
一

0
年
代
前
車
患
の
青
森
県
政
史
認
対
し
て
の
役
欝
担
何
と
い
う
こ

一
0
年
代
の
県
政
史
に
関
し
て
は
従
来
か
ら
自
由
民
権
運
動
に
つ

い
て
の
研
究
が
あ
る
紛
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
対
抗
的
な
立
場
に
あ
る
県
政
界
の
人

と
で
あ
ろ
う
。

物
や
彼
ら
と
控
々
木
高
行
と
の
つ
な
が
り
弓
ど
が
明
ち
か
記
さ
れ
て
ゆ
く
告
ら
ば
、
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研
究
の
ふ
く
ら
み
を
増
す
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料

は
い
う
な
れ
ば
ζ

の
明
治
一

0
年
代
前
学
の

の
構
況
を
明
治
政
府
合
一
高
官

ω
自

し
て
と
ら
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
日
見
出
さ
れ
る
種
々
の
認
識
や

評
価
は
、
或
は
同
時
期
の
青
森
県
人
と
む
問
は
ズ
レ
を
有
し
て
い
る
か
も
知
れ
弓

し、

が

と
も
か
く
も
紹
介
の
価
値
が
あ
る
と
怒
っ
た
次
第
で
み
る
。

注

ω
「
保
古
飛
話
比

々
木
高
行
誌
記
八
」

一一六

O
寅
〈
円
以
下
比
お
い
て
は

『
佐
々
木

と
略
記
す
る
〉
。

∞
こ
の
侍
補
に
よ
る
天
皇
親
政
運
動
に
つ
い
て
は
渡
辺
昭
夫
「
侍
補
制
震
と

め

「
天
主
親
寂
恥
運
動
」

号
〉
を
は
じ
め
い
く
つ

(
吋
一
歴
史
学
研
究
」
二
五

勾
ノ

か
の
論
文
が
あ
る
。
な
お
拍
踊
「
元
自
永
字
と
「
君
徳
輔
導
』
議
」

吋
文
経

議
叢
」

-一
1

山
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
〉
も
乙
の
関
の
悶
思
想
史
的
分
析
を

試
み
て
い
る
。



ω
『
佐
々
木
日
記
』
八
、
三
五
四
頁
。

ω元
田
永
字
は
侍
講
と
し
て
以
後
も
天
皇
の
側
近
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
し
、

田
と
佐
々
木
達
と
の
連
携
は
以
後
も
密
接
で
あ
っ
た
。

@
例
え
ば
乙
の
明
治
一
二
年
前
後
の
時
期
に
つ
い
て
み
て
も
、

『
明
治
天
皇
紀
』

か
ら
も
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

明
九
・
七
・
二
九

太
政
大
臣
三
条
実
美
、
参
議
寺
島
宗
則
・
伊
藤
博
文

山
県
有
朋
に
北
海
道
巡
視
命
令
(
八
・
六
出
発
九
・
三

O
迄
)

明

侍
補
佐
々
木
高
行
・
侍
従
西
四
辻
公
業
に
山
形
県
巡

-
九
・
一
七

視
を
命
ず
(
北
陸
巡
幸
随
行
途
中
よ
り
差
遣
)

明
一
二
・
七
・
一

O

コ
レ
ラ
病
流
行
状
況
視
察
の
為
侍
従
長
米
田
虎
雄
を

京
摂
地
方
へ
差
遣
(
七
・
二
ハ
発
八
・
八
帰
京
)

明
一
一
了
一

0
・
二
三

佐
々
木
高
行
奥
羽
巡
視
(
本
件
)

明
一
三
・
四
・
一
五

侍
従
高
辻
修
長
を
福
島
・
宮
城
・
岩
手
三
県
差
遣
を

命
ず
(
乙
れ
は
後
述
の
如
く
、
佐
々
木
の
巡
視
を
岩
手
県
で
中
止
さ
せ
た

乙
と
を
補
う
た
め
)

明
渡、一
辺五
昇・
を四
fL 
州一
地 O
万
戸¥ 参
事
院
議
官
安
場
保
和
を
東
海
・
東
山
地
方
に
、
同

問
中
村
弘
毅
を
南
海
地
方
へ
、
元
老
院
議
官
河

田
景
与
を
中
園
地
方
へ
、
同
河
瀬
真
幸
を
奥
羽
地
方
へ
、
夫
々
差
遣
し
民

情
を
視
察
せ
し
む
。

ω主
ぼ
も
の
を
挙
げ
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

ヌじ

大阪、中園、四国、九州巡幸明5.5.23--7.12 

東奥(福島、宮城、岩手、青明9.6. 2--7.21 

森、函館)巡幸

大和及び京都行幸明10.1.24--

明11.8.31--11.9 北陸東海両道巡幸

山梨、三重、京都巡幸明 13.6.1&-7.23 

明 14.7.30--10.11 山形、秋田、青森、北海

道巡幸

山口、広島、岡山、兵庫巡幸明 18.7.26--9.12

略……下

参照「明治天皇行幸年表』

(昭8.明治天皇霊損保存会編)

mw
例
え
ば
注
@
に
掲
げ
た
明
治
一
五
年
四
月
の
各
地
へ
の
巡
視
命
令
は
、

f:J1j 

年

の
所
謂
一
四
年
政
変
後
の
地
方
動
向
を
把
握
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
乙
と
は

Q
d
 

pD 

明
ら
か
で
あ
る
。

ω
『
佐
々
木
日
記
』
八
・
三
六
二
頁
。

り ほ
お
「
随
行
員
宮
内
属
」
と
あ
る
の
は
宮
内
省
十
二
等
出
仕
細
田
次
朝
で
あ

「
同
雇
」
と
は
宮
内
省
御
用
掛
藤
田
一
郎
で
あ
る
。

ω乙
の
史
料
は
『
宮
内
庁
書
陵
部
和
漢
図
書
分
類
目
録
下
』
に
「
奥
羽
犯
行
佐

々
木
高
行
奥
羽
巡
回
、
藤
田
一
郎
、
明
治
=
了
一
三
年
写
、

三
鍋
一

O
六
叩
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
各
聞
は
例
え
ば

「
巻
之
一
武
蔵
の
真
秋

二

O
冊、

C 

自
明
治
十
二
年
十
月
廿
九
日
至
十
一
月
三
日

一
京
発
よ
り
福
島
県
下
岩
代
国
岩
瀬
部
湯
本
村
ま
で
」

東

と
い
っ
た
表
現
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一
々
に
つ
い
て
掲
げ
る
乙
と
は
煩
雑
で
あ
る
の

で
、
省
略
さ
せ
て
頂
く
が
、
青
森
県
関
係
は

「
巻
一
四
、
青
森
の
真
雪
を
・
:
」



カ〉

ち

め
て
い
る
。

に
一
合
る
穴

tL 

っ
た
の
で
あ
る
が
、

部
巡
捜

し
て

』ζ

県

の

に
つ
い
て
は

と
思
わ
れ
る
。
山
形
県
の
巡
祖
は
能
々
木

の

の

は
と
っ
て
は
注
紛
足
あ
げ
た
明
治
一
一
年
九
月
に
す
で
に
行
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
あ
る
〈
な
お
留
学
院
大
学
図
書
館
に
『
明
治

年
佐
々
木
高
行

山
形
行
筆
記
い
と
題
す
る
写
本
一
冊
が
議
さ
れ
て
い
る
)
。
秋
田
県
に
入
つ

て
か
ち
、
ま
々
木
は
表
ー
に
示
し
た
如
く
八
日
間
は
病
気
で
久
保
田

秋

田
)
に
滞
在
を
余
議
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω藤
田
一
誌
が
土
万
久
元
に
宛
て
た
一
月
一
二
日
付
の
書
簡
に
は
「
:
前
略
・
:

議
宮
(
佐
々
木
の
こ
と
、
引
用
者
注
)
モ
、
全
ク
非
常
ノ
勉
強
・
飽
ク
迄
民

題
ノ
実
混
ヲ
探
-
フ
ン
ト
欲
ス
、
比
ノ
故
ニ
、
昨
日
木
造
村
ヨ
リ
鯵
ケ
沢
村
ニ

至
ル
ヤ
、
震
雪
自
尺
絵
ノ
道
路
ヲ
諮
ミ
、

加
ワ
ル
ニ
昨
日
ノ
烈
風
雪
ヲ
飛
シ
、

殆
ン
ド
恕
尺
ヲ
弁
ゼ
ザ
ル
ガ
如
シ
、

之
ニ
加
フ
ル
ニ
、
馬
足
顔
リ
一
一
願
、
賎

会
繰
由
自
身
の
こ
と
、
引
活
者
詮
〉
肖
全
ク
堪
ユ
ル
克
ハ
ズ
、

況
ン
ヤ
五
十

以
上
ノ
人
ヲ
ヤ
、
寄
了
察
被
賜
度
奉
存
候
、
抑
モ
此
ノ
路
ハ
、

当
管
内

ノ
難
路
一
一
シ
テ
、

一
月
ニ
一
や
す
諌
死
ス
ル
者
一
名
ア
リ
ト
:
・
下
略
・

八
吋
佐
々

と
そ
の

え
て
い
る
。

ゆ
吋
佐
々
木

七

一
一
明
間
前

tし

(14) 

明
治

年

日

し

じ

せ
し
め
た
ま
ふ
い
と
め
る
。
佐

副
議
長
に
ほ
っ
た
。
ζ

れ
は
同
年

月
の

々
本
は

日
足
元
老

政
府
改
造
に
停
う
も
の
で
め
っ
た
。

6キ

九
、
九

々

紛
糾
W

縛
関
詩
、
九
一

アし

アし

縛
ζ

の
表
は
、
づ
佐
々
木
昌
記
い
中
予
記
さ
れ
て
い
る
青
磁
県
関
係
者
の

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
形
・
秋

の
人
々
か
ら
も
問
様
に
多
く

の
書
簡
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
念
必
為
に
乙
と
わ
っ
て
お
く
。

な
お
『
法
々
木
手
記
』
を
見
る
限
り
、
明
治
一
一
一
一
年
初
の
巡
視
以
前
の
時
期

に
お
い
て
は
誌
記
中
に
青
森
黒
関
係
者
む
佐
々
木
宛
書
簡
は
見
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

『
長
々
木
日
記
』
託
金
一
二
巻
・
明
治
一
六
年
ま
で
で
刊
行
完

結
し
た
が
、

こ
の
表
を
照
明
治
一
三
年
・
一
四
年
に
限
っ
た
の
は
、
煩
雑
さ
を

こ
れ
以
上
謹
天
さ
せ
な
い
為
む
こ
と
で
也
憲
は
な
い
。

-60-

一
切
「
岩
重
公
実
記
』
下
、

五
四
一
一
良

J
五
五
四
賞
。
そ
し
て
具
体
的
な
万
策
と

し
て

「
士
族
就
護
資
本
ヲ
離
方
言
一
一
時
ス
ル

業
ヲ
動
導
ス
ベ
キ
事
」

「
各
地
方
ニ
農
工
学
科
学
校
ヲ
設
ク
ル

項
そ
あ
げ
て
い
る
。

立〉

ω間
前
、
六
四
三
葉

J
六
五

一
京
。

締
「
井
上
毅
伝

自

一翼

1
一一一四一一一

盟

の

え
鑓
し
て
は
、
大
久
保
利
謙

ー
所
収
〉
、

及
び

さ
れ
た
い
。

(持

佑
、
明
治

/¥ 

間
年
椀
川
熊
権
令
を
経
て
、
明
治
九



な
る
。
明
治

吋
明
治
過
去
帳
」
ほ
ど
〉

1¥ 

一
月
花
織
の
ま
ま

田
秀
典
の
罵
耕
費
助
」

酪
市
史
明
治
大
正
昭
和
篇
』
九
九

J
一
O

る
O 

総
ヲ
程
命
叫
mm
」
の
引
用
に
も
あ
る
担
ノ
¥

明
鍔七九六九

と
い
っ
た

最
長
で
あ
り
、

六

八一

菱
田
議
議
(
大
詔
一
一
士
)

五

北
代
正
豆
(
高
知
士
)

撤
回
種
銭
〈
広
島
士
〉

塩
谷
良
翰
(
栃
木
士
)

山
部
秀
典
(
能
川
本
土
〉

宮
履
撚
同
、

『
う
と
う
』
J

一
一
一
号
、
「
弘

な
ど
参
照
。

し
ば
し
ば
・
交
替
し
て
い

(
免
本
吉
明
大
)

(
補
市
内
務
省
五
等
出
仕
明
七
〕

卒

明
七
・
九
〕

七

八

五

七
で
あ
り
、
山

七1!9 

郷
田
豪
徳
〈
麗
児
島
土
)

明
九
)

明一

(
任
参
事
院
議
官
補
・
鴫

(
非
職
・
明
一
九
〕

(
任
広
島
知
事
・
明
二
一
一
)

間

錆
島

幹
(
佐
繋
士
〉

の
桂
信
期
間
は
控
代
の
諮
問
令
の
中
で
は

桔
島
九
成
〈
長
崎
士
)

ま
た
明
治
一

0
年
代
前
半
を
お
お
っ
て
お
り
、
自
由
員
権
運

。
月
に

呂

ζ

る
東
令
と
郷
田

明
治
大
正
昭
和
篇
」
四

0
1四

一O
、
三
回
頁
。

悌
同
前

一
線
横
山
武
夫
「
笹
森
儀
場
の
人
と
笠

四
四
貰
。

動
期
で
も
あ
り
、
今
後
改
め
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

-
管
森
ら
と

〈
「
弘
諮
市
史

の
対
立
事
件
に
つ
い
て
の
研
究
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
ど
)

及
び
、
肴
窟
弥
八
つ
笹
謀
儀
助
と

農
牧
社

づ
っ
と
う
h

a

一
一
二
一
号
な
と
参
照
。

紛
例
え
ば
福
本
正
一
一
川
氏
の
「
脅
森
県
の
引
由
民
権
連
動
i

弘
前
地
方
を
中
心
に

二
号
)
及
び
「
国
会
開
設
運
動
賠
の
青

〈
「
弘
前
大
学
園
史
研
究
」

森
県
白
動
向
l

明
治
一

一
年
代
を
中
心
に

明
治
一
包
年

総
W

『
詑
々

の
中
で
も
基
礎
的

で
あ
ろ
う
。

附
記
・
本
械
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
資
重

日
[jIj 

ifiC，' 

iそL

は
そ

学
院
大
学
罰
番
館
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
に
「
奥
羽
記
行
」
の
関
覧
に

の
関
覧
と
紹
介
安
許
さ
れ
た
出

る
o 
醸
し
て
言
内
ザ
書
陵
部
の
擁
雄
太
郎
氏
に
御
方
添
思
い
た
こ
と
え
感
認
す

〈
皐
月
山
学
説
大
学
路
教
授
)

六〕
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表

往
々
木
高
行
奥
羽
巡
視
の
行
程
〈
議
略
〉

月

明
治
12 
年
11 10 
月
29 
日

日
年
1
月

2
H

12 2 

日4 10 17 27 25 24 2 4 30 31 5 6 20 18 

東
京
発

A

袋
持
器
若
松
町
議

米
沢
着

山
形
着

民
主
守

3
3
r
L
4
1
 

鶴
持
活

務
部
議

本
な
ハ
一
指

行

程

そ

の

古
河
・
宇
都
宮
・
白
川
経
由

日
月

7
8
ま
で
語
在

日
月
四
日
ま
で
滞
夜

日
月
幻
日

久
保
田
(
秋
田
〉
爵

能
代
議

ツ
井
着

臆
県
諮

大
龍
活

碇
ケ
関
議

…ρ
発
一
一

EZM

悼
決
湖

:u

z'''aF&れレ
ι

一一一旬，，

帰
京

11 11 
月 R
29 26 
日程
ま
で
、必.
m 
在

秋
田
県
入
り

他

日ハ月
8
日
発

日
月
日
日
発

// 

ロ
丹
幻
自
発

〆タ

日
月
初
日
発

四
月
5
日

I
U月
昨
日
佐
々
木
{
病
気

ほ
月
日
刊
自

t
M月
山
ω
日
佐
々
木
、
大
曲
、

横
手
、
湯
沢
等
巡
視

は
丹
山
抗
告
ま
で
滞
在

新
年
迎
え
、

4
T
2
4
 

一

r!hF

亮
鵠
続
出

青
森
県
入
り

以
後
ま
で
背
蒜
県
一
ト
を
巡
住

12 
月

ツ
井
鴻
荘

戸
荒
で
岩
手
県
に
入
る

2
片
山
内
円
ま
で
慌
同
部
在
、
川
河
し
ぶ
命
令
の

百
報
来
る
u

表

佐
々
木
間
行
背
蒜
県
内
選
携
行
器

月t
-
-
m
n
H
 
日

巡

視

綻
ケ
欝

箇

7 

碇
ケ
関
1
八
幡
態
i
猿
賀

i
黒
石

8 

黒
石
1
大
釈
迦
l
弘
能
l

脊
森

11よo9 
。。

13 12 

// 

"" 

15 14 

背
森
i
援
国
間

浪
岡
i
藤
崎
i
弘
前

16 

弘
前
部
在

所
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話

会

陳

情

者

等

脊
諜
祭
三
等
属
日
下
鉄
学
〈
以
後
題
行
〉
痛
棒
軽

郡
長
唐
牛
桃
李
出
迎

猿
賀
神
社
神
機
数
本
穂
波
、
家
禄
恭
環
士
族

一
二
一
一
名
、
総
代
三
名
、
地
〈
吉
林
処
分
不
公
平
、

地
親
敬
一
止
不
適
当
等
)

伊
東
蕃
五
部
宅
泊

県
庁
に
て
累
令
山
間
秀
典
の
説
明
あ
り
。

県
令
宅
に
て
懇
議
会
、
山
田
県
令
(
青
奈
の
民
構
〉

県
九
等
滋
榊
際
政
議
〈
能
…
本
よ
り
招
い
た
老
農
)

(
車
一
汚
森
県
農
事
之
事
〉

同
然
令
間
還
に
て
市
中
巡
視

研
務
協
会
、
依
木
穂
波
、
中
欝
軽
翠
長
笹
森
議
劫

〈
士
族
の
環
扶
を
憂
う
〉
青
森
新
開
社
小
川
捗

県
会
議
長
大
道
寺
繁
敏
、
黒
石
住
益
田
茂
叢

葛
西
宇
八
郎
常
的
、
士
族
川
越
石
太
郎
、
手
間
部

強
〈
行
政
論
〉
士
接
鐸
島
正
邦
、
一
一
一
繍
栄
方
(
弘

前
市
中
ノ
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